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清水港港湾計画（軽易な変更）
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Ⅰ 清⽔港の概要 〜
 

清⽔港の位置（静岡県の交通ネットワーク）〜
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Ⅰ 清⽔港の概要 〜清⽔港の全景〜

貝島地区

塚間地区

折戸地区
富士見地区

日の出地区

江尻地区

袖師地区

新興津・興津地区

ＪＲ清水駅

三保松原三保地区

清水港

静岡

山梨

長野

岐阜

愛知

神奈川

三重

●

H24取扱貨物量 1,556万t（全国41位）

Ｈ25取扱貨物量 1,477万ｔ

H25貿易額 2兆5,665億円（全国14位）

H25外貿ｺﾝﾃﾅ取扱個数 407,603TEU（全国8位）
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自動車部品　22%

産業機械　9%金属くず　2%

樹脂類　2%

文房具・運動

楽器　3%

化学薬品　4%
その他日用品

6%

二輪自動車　9%

その他輸送

機械　6%

紙パルプ　7%

その他　30%

多様な取扱貨物多様な取扱貨物

オートバイ・まぐろ缶詰・プラモデル 冷凍マグロ・紅茶・各種ボール

●●日本一日本一の輸出入品の輸出入品

輸出品 輸入品

輸出

３８３万トン
輸入

６１８万トン

Ⅰ 清⽔港の概要 〜平成２６年輸出⼊取扱貨物〜
H26取扱貨物量 1,482万t

H26輸出入取扱量 1,001万t
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コンテナ貨物取扱量の順位
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全国
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清
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清水港

 

コンテナ貨物取扱量の推移

取扱量全国順位の推
移
平成23年：8位
平成24年：7位

Ⅰ 清⽔港の概要 〜コンテナ取扱量の推移〜

6



Ｊ
Ｒ

東
海

道
本

線
静

岡
鉄

道

）

清
静

バ
イパ

ス

国
道

１号

国
道

15
0号

（

県
道

入
江

富
士

見
線

交
流

拠
点

用
地

 3
.6
ha

交
通

機
能

用
地

　1.3
ha

(-
12

)4
40

m

(-
12

)7
20

m

(-
12

)2
40

m
(-

10
)3

40
m

(-
9)

16
5m

(-
7.
5)

72
m

(-6
.5)1

85m

(-4
.5)2

04m

(-4.5)149m
(-

6.5
)2

10
m

(-
4.

5)
32

3m

(-
12

)4
80

m
(-

7.
5)

14
0m

(-
6)

(-
6.
3)

(-
8.
2)

(-
5
.5

)
1
5
3
m

(-
6
)

1
9
3
m

(-
6
.5

)
1
1
0
m

(-4.5)

100m (-2.5)

88m

(-
2)

50
m

(-
2)
70

m

(-
6
.5

)
2
1
1
m

(-5.5)200m

(-7.5)130m

(-
10

)3
70

m

(-
7.5

)

13
5m

(-
7)

20
m

60
m

92
m

(-
2.
5)

13
0m

防
波

堤
(Ⅱ

) 
27

5m
防

波
堤

（波
除

）
15

0m
50

m

10
0m

(-
3)

12
5m

(-
7.
5)

39
0m

10
0m

袖
師

第
一

埠
頭

防
波

堤
100m 撤

去

江
尻

北
防

波
堤

14
5m

83
m

折
戸

貯
木

場

東
防

波
堤

折
戸

貯
木

場
西

防
波

堤

(-4.5)

48m

臨
港

道
路

興
津

線
　区

間
A

交
通

機
能

用
地

 0
.7h

a

(-
2)

15
0m

清
水

船
溜

防
波

堤

40
m

臨
港

道
路

興
津

袖
師

線

交
通

機
能

用
地

 2.2ha

(-
5)

(-
3)

(-
6
)

(-4.5)262m

30
0m

45
0m

航
路

（-
22

）

200m

(-5.5)155m

(-3.5)78m

(-5)71m

(-
2)

15
3m

40m

江
尻

防
波

堤

(-
6
)

(-
6.

5
)1

91
m

(-6
.5)9

6m

袖
師

臨
港

道
路

交
通

機
能

用
地

0.
3h

a

(-
3
.5

)
10

0
m

(-3.5)

(-4
)

41
m

臨
港

道
路

興
津

線
 区

間
B

交
通

機
能

用
地

 0
.1h

a

(-
5.5)

8
3m

(-5.5)
18m

新興津国際海上
コンテナターミナル

外貿一般

内貿一般

交流拠点

交流拠点

レクリエーション

レクリエーション

コンテナ

バルク集約

Ⅰ 清⽔港の概要 〜清⽔港港湾計画の概要〜

新興津人工海浜
新興津小型船だまり 再編

（
）（

）

）

浜田川

新川

巴
川

庵原川

興津川

新興津・興津地区

袖師地区

富士見地区

折戸地区

塚間地区

貝島地区

三保地区

袖師臨港道路

日の出地区

外内貿一般貨物取扱機能

木材貨物取扱機能

凡　　　　　　例

木材取扱用地
（原木・製材）

木材関連の流通施設、
加工工場の移転・集約

チップターミナル（既設）

コンテナ貨物取扱機能

・バラ貨物ふ頭の維持
　（ﾁｯﾌﾟ、ｾﾒﾝﾄ、穀物等）

・内貿貨物のみの取扱
  （セキュリティ緩和）
・外貿貨物の移転

・貨物移転による
  親水空間の創出
　（低利用ふ頭の利用転換）

水面貯木場機能の維持
交流拠点・緑地ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ機能

マリーナを核とした海洋
性レクリエーション拠点
および親水空間の形成

※点線囲み部分は再編前の現状機能を表す
※塗りつぶし部分は再編後の将来機能を表す
※→は機能の移転を表す

水産物取扱機能

輸入水産品の取り扱い

再編後の物流機能

再編後の物流以外の利用

ﾀｰﾐﾅﾙ機能
の移転

取扱機能
の移転

外貿コンテナターミナルの集約・高度化
・（-15）２Ｂ、（-12）２Ｂ
・新興津地区の開発推進
・興津地区突堤間の埋立造成による
 用地確保 とターミナルの一体化

外内貿一般貨物ふ頭へ再編
（関連施設の移転・集約）

江尻地区

埠頭利用の再編・集約
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清水港港湾計画図（Ｈ16.7改訂）



Ⅰ 清⽔港の概要 〜新興津コンテナターミナルの整備状況〜

・水深－１５m 連続２バース700mの耐震強化岸壁
・１８列型スーパーガントリークレーン５基

整備状況整備状況

平成２９年度の中部横断自動車道の開通に合わせ、
コンテナヤードを整備中

第１バース

第２バース

整備中
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年度別客船入港状況
（隻）

H25.6.26 世界遺産登録！

富士山と三保松原

歓迎行事の様子入港する外国客船アムステルダム 日本酒を試飲する乗客

9

アムステルダム（60,874ﾄﾝ、238m）

「世界遺産」効果で

 客船寄港数が大幅増！

：国内客船

 

：外国客船

Ⅰ 清⽔港の概要 〜富⼠⼭世界遺産登録の効果〜

H21年度

 

H22年度

 

H23年度

 

H24年度

 

H25年度

 

H26年度



事前意⾒照会に対する対応Ⅳ

清⽔港の概要Ⅰ

計画変更の内容（塚間地区）Ⅱ

計画変更の内容（新興津・興津地区）Ⅲ

⽬ 次
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多様な取扱貨物多様な取扱貨物Ⅱ
 

塚間地区
 

〜２－１専⽤埠頭計画①〜

今回変更する既存施設の現況

アイ・テック４号岸壁
（-6.5）

 

211m

アイ・テック３号岸壁
（-6.0）

 

193m

JFEｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ６号岸壁
（-5.5）

 

83m

アイ・テック２号岸壁
（-6.5）

 

110m

11

地区名 施設名 水深 延長 区分 取扱品目 管理者

塚間 アイ･テック２号岸壁

対象船舶：3,000DWT
-6.5ｍ 110ｍ 既設

鋼材等 ㈱アイ･テック
アイ･テック４号岸壁

対象船舶：3,000DWT
-6.5ｍ 211ｍ 既設

アイ･テック３号岸壁

対象船舶：2,000DWT
-6.0ｍ 193ｍ 既設

JFEエンジニアリング
６号岸壁

対象船舶：1,000DWT
-5.5ｍ 83ｍ 既設 鋼材等

58ｍ：㈱アイ･テック
25ｍ：JFEエンジニアリング㈱

表２－１－１

 

今回変更する既存施設の現況

※清水港港湾計画資料（案）P.2



多様な取扱貨物多様な取扱貨物Ⅱ
 

塚間地区
 

〜２－１専⽤埠頭計画②〜

対象船型の設定

船種
船舶諸元 岸壁規模

船型 船長 船幅 満載喫水 水深 延長

現 況 鋼材運搬船 3,000DWT 92.0ｍ 14.7ｍ 5.5ｍ -6.5ｍ 110ｍ

今回計画 鋼材運搬船 5,000DWT 107.9ｍ 17.0ｍ 6.4ｍ -7.5ｍ 200ｍ

アイ・テック４号岸壁
（-6.5）

 

211m アイ・テック３号岸壁
（-6.0）

 

193m

JFEｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ６号岸壁
（-5.5）

 

83m

アイ・テック２号岸壁
（-6.5）

 

110m

アイ・テック２号岸壁
（-7.5）

 

200m 12

今回変更するアイ･テック２号岸壁への入港船舶は、鋼材運搬船
 (5,000DWＴ)を計画していることから、対象船型を以下のとおり変更
 する。

5,000DWT
5,000DWT凡例

白

 

字：現

 

況
赤

 

字：今回計画
：本船荷役
：場内移動

表２－１－２

 

対象船舶の変更

※清水港港湾計画資料（案）P.2



多様な取扱貨物多様な取扱貨物Ⅱ
 

塚間地区
 

〜２－１専⽤埠頭計画③〜

変更する専用埠頭の規模及び配置

凡例
白

 

字：現

 

況
赤

 

字：今回計画
：本船荷役
：場内移動
：用地境界

5,000DWT
5,000DWT

アイ・テック４号岸壁
（-6.5）

 

211m

アイ・テック
３号岸壁

（-6.0）

 

193m

JFEｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ６号岸壁
（-5.5）

 

83m
アイ・テック

２号岸壁
（-6.5）

 

110m
アイ・テック２号岸壁
（-7.5）

 

200m
対象：5,000DWT

アイ・テック４号岸壁
（-6.5）

 

204m
対象：3,000DWT

アイ・テック
３号岸壁

（-6.0）

 

100m
対象：2,000DWT

アイ・テック
１号岸壁

（-5.5）

 

68m JFEｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ

６号岸壁
（-5.5）

 

25m
（-5.5）

 

93m 対象：1,000DWT
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※清水港港湾計画資料（案）P.3

10m

7m



清⽔港の概要Ⅰ

計画変更の内容（塚間地区）Ⅱ

計画変更の内容（新興津・興津地区）Ⅲ

⽬ 次
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事前意⾒照会に対する対応Ⅳ



多様な取扱貨物多様な取扱貨物Ⅲ
 

新興津・興津地区
 

〜２－３⼩型船だまり計画①〜

清水港内に分散している漁業利用施設を集約する

 ため、平成16年7月港湾計画に位置づけ、平成21年

 度から事業開始
現在、防波堤及び物揚場に着手

新興津小型船だまり事業

15

新興津小型船だまり

［既設］興津・袖師船だまり

新興津小型船だまり

拡大図

新興津人工海浜

新興津国際海上
コンテナターミナル

JR興津駅

物
揚

場

※清水港港湾計画資料（案）P.7



多様な取扱貨物多様な取扱貨物Ⅲ
 

新興津・興津地区
 

〜２－３⼩型船だまり計画②〜

16

プレジャーボート収容隻数

全体計画隻数

 

：

 

１，２６５隻

公共（マリーナ）：３５４隻

民間マリーナ

 

：６５１隻

公共（船だまり）：２６０隻

清水マリンパーク（公共）
１０９隻今回計画（新興津小型船だまり）

３０隻

 

【▲３５隻】

マリーナ計画

小型船だまり計画

民間マリーナ
１００隻

民間マリーナ
２０２隻

既定計画（公共マリーナ）
２４５隻

既定計画（小型船だまり）
（公共）

 

３０隻

１４隻

１１隻

５隻

６隻

５５隻

６隻

：計画係留施設

：既設係留施設

：暫定係留施設

凡 例

現状のプレジャーボート保有隻数や港内のプレジャーボート収容計画（折戸地区への

 集約）を踏まえ、新興津小型船だまりのプレジャーボート収容隻数を見直す

プレジャーボート収容計画

港内のプレジャーボート所有者の中に廃船

 
手続きをするものがあり、係留隻数が減少

港内のプレジャーボートを折戸地区へ集約
既定計画小型船だまり（公共）を整備供用

民間マリーナ
２９８隻

民間マリーナ
５１隻

１３隻

４隻

４隻

３隻

３６隻

１９隻

※清水港港湾計画資料（案）P.7

既定計画（小型船だまり）
（公共）

 

２００隻



多様な取扱貨物多様な取扱貨物Ⅲ
 

新興津・興津地区
 

〜２－３⼩型船だまり計画③〜

・安全に配慮し、漁業機能は港奥部に配置
・プレジャーボートは漁船との輻輳を避け、人工海浜側に配置
・海上バス発着場は船だまりの利用形態やＪＲ興津駅からのアクセス等を踏まえ、人工海浜側に配置
・帰港集中による混雑時や荒天時等の不測の事態への対応及び製氷を積み込むために、一時的に待

 機する補助的な施設を新たに確保し、港口に近い中央先端部に配置

必要係留施設延長及び配置計画

船揚場の規模

○斜路式
最大漁船(L=20m B=4～5m)

2隻同時係留
又は主力クラス(L=9.5m B=3m)

3隻同時係留
余裕幅を含め15mを確保

○クレーン式
小型漁船やプレジャーボート

 を上下架するため、
幅7m、奥行き20mの掘割水域

 を確保し掘割を跨ぐように
護岸＋水域幅で25mを確保

※防波堤（Ⅰ）側に

 

取合

 

5m 17

船揚場［新規計画］

※清水港港湾計画資料（案）P.8
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